




的に育めるかという短絡的な方法、正解はない。筆者は数多くの学校に出向き，コミュニケーショ
ン能力の低下に関しては貴重な体験をさせてもらった。

講演の際にPowerPointを使うことが多くなったが，若者を対象にした場合，盛り上がりに欠
けるという印象があり，最近はマイク一本で話すようにしていた。そう感じていた時に「映像は
想像力を奪う。ラジオは，想像しなくてはいけない」という言葉に出会った 2）。目から入る情報
はわかったような気になるが，耳から入る情報は想像力を育み記憶に残るというのは多くの人が
実感していることである。一方で，学習困難校と言われるある学校では年々生徒が聞かなくなっ
ていることに気づいていた。その学校のことを知っていた教育学者に相談したところ，「残念な
がらあの学校で，マイク一本でしゃべったら，生徒はまるでフランス語を聞いているような感覚
になっているはずだ」と教えられた。すなわち，スマホや携帯で，LINEやメールをしていても，
聞き言葉に慣れていないため，耳から入った言葉の意味を理解することができないということ
だった。もちろん仲間同士の会話はできるのだが，いわゆる他人が語る，ストーリー性のある話
を耳から入れて，内容を理解するトレーニングがされていないとのことであった。これを人間関
係に当てはめると，他者との会話などで生じるストレスを自分なりに受け止め，自分の思いを言
語化して相手に伝えるというのは実は大変高度な作業ということになる。

コミュニケーション能力を育むには，まずは積極的に会話をする，子どもに対しては読み聞か
せをする，ラジオを一緒に聞くなど，様々な機会をとらえて耳から入る情報を増やす努力が求め
られている。
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図11　情報の入手経路と想像力の関係性



Ⅳ. 今後に向けて

1．思春期の諸問題の一括的な検証，評価体制を
今回，様々なデータを検証した結果，それらが変動する要因として，社会に蔓延する共通のリ

スクが大きく関与している可能性が示唆された。思春期のように，本人自身がまだ成長過程にあ
る時期に起こり得る様々な問題を予防したり，解決したりするためには，彼らを受け止める立場
の大人が，自殺の可能性があると推定されるハイリスクな個人へのアプローチだけにとどまるこ
となく，自殺につながる可能性がある社会に蔓延するリスクが何かを検証し，そのリスクへのア
プローチも併せて行う必要がある。そのためにも，思春期に関わる関係者には「思春期学」、「公
衆衛生学」という総合的な視点で議論と検証が進むよう，さらなる連携と協働が求められている。
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